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会　長　大 橋　良 史

鯖江ロータリークラブ会長方針 2022-23年度  国際ロータリーテーマ 2022-23年度  第2650地区スローガン
『わくわくと感動と
　思いやりの心で
　　　奉仕しよう』
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「並行在来線の概要と利用促進策の取組」
並行在来線会社社長

小  川   俊  昭    様

供たちにも勇気を与えたことだと思います。
　さて、本日は例会終了後、クラブ協議会を開催
させていただきます。
　半期を振り返りまして、目標の進捗状況はどう
だったか、また後の半期の計画を決めていく時期
の協議会となります。忌憚ないご意見をいただき
たいと思います。
　また、来月の年次総会から次年度の組織体制
が決まり、次年度が動き出します。半期運営をし
てまいりまして、今の様々な問題点などを整理し
て、次年度につなぎながら、本年度の方針、わくわ
くと感動と思いやりの心で奉仕することに邁進し
たいと思います。
　次年度もそれ以降も様々な役が毎年回ってき
ます。誰かがその責任を順番で担っていかなけれ
ばなりません。サッカー日本代表がパスをつない
で勝利したように、どうか役を受けてほしいとお
願いされたときに、わかったよとのお返事のパス
を繋ぎ、ゴールを決めていただきたいと思いま
す。以上で会長の時間を終わります。

ロータリーソング

卓話

テーマ

会　長　の　時　間

幹　事　報　告

西  尾  俊  一　
ソング委員長

野呂　和夫　幹事
 　本日は例会終了後、クラ
ブ協議会です。
　該当する方は、例会終了
後もこの会場にお願いしま

す。
　また、来週は１２月第１例会です。例会終了後
に理事会が開催されます。出席義務者は、ご予定
をお願いします。

委　員　会　報　告
梅田　吉臣　親睦委員長
　12月２３日（金）「忘年
夜間例会」を『天狗楼』さん
にて行います。出欠につき
ましては、来週ご案内と出

欠確認をいたしたいと思いますので、どうぞよろ
しくお願いします。
　来年１月７日（土）「新年例会」を『サバエ・シ
ティーホテル』に於いて、夜行います。来月に入り
ましたら、ご案内と出欠確認を取らせていただき
ますので、宜しくお願いします。

帰山　明朗　財団委員長
笹尾　昌敬　米山委員長
　こんにちは、財団と米山
の委員会であります。
　今日は、大橋会長からも

お話がありましたけれど、ロータリー年度が半分
過ぎましたので、お礼とお願いをさせていただき
ます。
　財団・米山・ポリオと、皆様に大変お力添えを
いただきまして、本当にありがとうございます。
それでも、まだまだこれからだとおっしゃる方も
おられますし、１回目もこれからの方もいらっし
ゃいます。是非、お力添えを賜りたいと思います
し、まだ１回目がお済みでない方は、年内に１度
お力添えを賜りますようにお願いします。
　先ほど会長がおっしゃっていた、「日本がドイ
ツに勝ちました」その喜びを是非に、財団と米山
の寄付にお繋ぎ頂けたらと、心からお願いしま
す。

大橋  良史　会長
　一昨日は日本中
眠れない方が多か
ったのではないで
しょうか。

　1993年「ドーハの悲劇」から29年、
サッカー、カタールでのワールドカップ
は強豪ドイツに逆転勝利し「ドーハの奇
跡」「ドーハの歓喜」となりました。
　そんな中、私は前半終了直後に寝て
しまいましたが。朝起きてびっくりしまし
た。日本人として誇らしく思い、20代半
ばの選手の活躍に私も背中を押されま
した。日本中のサッカーファンならず、子
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「100年に一度のチャンスに向けて」
福井県観光連盟会長

山  田　義  彦　様
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山田さまの卓話を楽しみに

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　山田さんをお迎えして

ワールドカップしびれました

Ｗ杯サッカー頑張れ　

冬期ロータリー例会に参加できそうです。よろしくです。山田さまの卓話に期待して

山田さまの卓話楽しみにしています。先週の文化Ｐ二胡に魅了された皆様に今週も

今日は無言です。

すみませんが早退します

ＢＧＭを二胡でお届けしたのですよ

ニコニコ箱発表
幸道　森市
ニコニコ委員長

テーマ卓　話 「100年に一度のチャンスに向けて」
福井県観光連盟会長

山  田　義  彦　様

卓話者紹介　田村　康夫　プログラム委員長
　大変お忙しい中、山田義彦様にお越しいただ
きました。山田さんには、個人的に非常にお世
話になっております。山田さんは元々県の職員
で、政策推進課の課長もされましたし、農林部

長もされておりました。それと、今も頑張っておられますが、福井市の
東村新一市長の元で、副市長も長くお勤めになっておられました。
　今日は、「100年に1度のチャンスに向けて」ということでいい話が
聞けると思いますので、どうかご清聴よろしくお願いいたします。

卓話者　公益社団法人　福井県観光連盟
　　　　　会長　山田　義彦　様
テーマ　「100年に一度のチャンスに向けて」
〇本県の観光の概況
　新型コロナウィルス感染症の影響で、観光は

厳しい状況が続いていますが、１０月に全国旅行支援が始まり、本県
でも割引対象を全国に拡大、更に独自に上乗せも行いまして、県内の
観光地にも賑わいが戻りつつあります。
　北陸新幹線福井・敦賀開業まで1年４か月を切りました。中部縦貫
自動車道や冠山峠道路の整備も進んでおり、2025年には大阪・関西
万博も開催されます。
　　これら百年に一度のチャンスを活かすた
め、官民一体となって準備を進めていく必要が
ありますし、県観光連盟としても一層スピード
感をもって取り組んでいく所存です。
〇県観光連盟の主な活動
　昨年、観光庁に地域連携ＤМОとして登録しまして、稼ぐ観光地域
づくりを進めており、マネージャーなど専門人材を設置し、民間プレ
ーヤーへの助言、観光素材開発への助成、観光アカデミーの開催等
を行っています。　　　
　マーケティングでは、観光施設でＱＲコードによるアンケートを実
施しました。ちなみに西山公園やうるしの里エリアでは６割以上が県
内客ですが、めがねミュージアムエリアでは県外客が約６割であり
ました。
　この他、ガイド・まち歩きの支援、大都市圏
や海外の旅行業者への売り込み、教育旅行・
コンベンションの誘致、観光マップ・ホームペ
ージ・ＳＮＳによる情報発信、新たなお土産ブ
ランド開発、県外での誘客プロモーション、県内ツアーの実施等にも
力を入れています。　
〇最近の観光を巡る動き
　鯖江市など丹南エリアでは、ものづくり産地を巡る「ＲＥＮＥＷ」
が開催されており、今後の通年化にも期待したいと思っています。本
町商店街に「ラ・テンポ」が民間主導でオープン、福井鉄道では「御乗
印」の販売を開始、眼鏡づくりを描いた小説「おしょりん」の映画化も
進んでいます。また、ＮＨＫの2024年の大河ドラマが紫式部を主人
公とする「光る君へ」と決まりました。
　県全体をみますと、「一乗谷朝倉氏遺跡博物館」がオープンしまし

た。巨大ジオラマや当主の屋敷の原寸大再現、石敷遺構の露出展示
など見どころが多くなっています。県立恐竜博
物館は、来年夏にリニューアルオープン致しま
す。
　また、永平寺町には黒龍酒造のお酒を核とし
た「えしこと」が、敦賀駅前には「オッタ」が、レ

インボーライン山頂公園には展望レストランやショップが、近くには
桂由美氏のドレスを集めたブライダルランドがオープンするなど、受
入れの準備が進んでいます。
〇終わりに
　県観光連盟では、民間の稼ぐ力を応援したいと考えておりまして、
必要によりマネージャーなどの専門家を派遣させていただきます。
　開業直後、観光客は増えるでしょうが、これを継続・発展させること
が大切と思います。県・市町・民間とも連携しながら、しっかりと準備
を進めていきます。皆様方のお力添えをお願いいたします。

　　　　　クラブ協議会開催報告　　　野呂和夫　幹事
　１１月２５日の例会終了後、クラブ協議会が開催されました。
　今年度の前半終了を間近にしたクラブの事業全体の進捗状況や今後の予
定などの報告会です。
　各委員会において、現在までに予定されていた事業は順調に行われ、また
これからの計画も順調に進んでいることの報告でした。特に本年度特有の事
業に関して、奉仕プロジェクト部門の「経営塾」が盛況に行われたこと、米山
奨学生のチ・ケンフォン君とも良好な親睦が図れていること、またドローン体
験教室も実行に向けて順調に進んでいることなどの報告が行われました。
　最後に、大橋会長からこれまでの活動に対するお礼とともに、これから行
われる各事業である「ドローン体験事業」や「みんながまる展」そして夜間例
会・家族例会など、今年度の方針である“わくわくと思いやり”
の気持ちで楽しく参加していただきたく、残り半期をみんなで
盛り上げていきたいとの事でした。


